
山口市では５月中旬

から３０度を超える

夏日が続いており、

熱中症に注意が必要

です。消防庁による

と今年５月１６日

から１週間における

熱中症搬送人数は688

人(速報値)で、昨年同

時期に比べ約１.６倍

増加しています。

暑さ指数(WBGT)をご

存知ですか？WBGTは

人間の熱バランスの

影響の大きい気温・

湿度・輻射熱の３つ

を取り入れた温度の

指標で、28℃を超え

ると熱中症のリスク

が高いといわれてい

ます。屋外で活動す

るときはチェックし

ましょう。

6月のお知らせ

第2回学校医健康相談を開催します
６月16日(木)13:30～ 藤原内科院長 藤原 淳先生
事前予約制･･･前日17時までに保健室に申し込む
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気温（参考） WBGT温度 熱中症予防運動指針

35℃以上 31℃以上 運動は原則中止 WBGT31℃以上では、特別の場合以外は運動を中止する。

31～35℃ 28～31℃
厳重警戒
(激しい運動は中止)

WBGT28℃以上では、熱中症の危険性が高いので、激し
い運動や持久走など体温が上昇しやすい運動は避ける。
運動する場合には、頻繁に休息をとり水分・塩分の補給
を行う。
体力の低い人、暑さになれていない人は運動中止。

28～31℃ 25～28℃
警戒
(積極的に休息)

WBGT25℃以上では、熱中症の危険が増すので、積極
的に休息をとり適宜、水分・塩分を補給する。
激しい運動では、30分おきくらいに休息をとる。

24～28℃ 21～25℃
注意
(積極的に水分補給)

WBGT21℃以上では、熱中症による死亡事故が発生する
可能性がある。
熱中症の兆候に注意するとともに、運動の合間に積極的
に水分・塩分を補給する。

24℃未満 21℃未満
ほぼ安全
(適宜水分補給)

WBGT21℃未満では、通常は熱中症の危険は小さいが、
適宜水分・塩分の補給は必要である。
市民マラソンなどではこの条件でも熱中症が発生するの
で注意。

（公財）日本体育協会「スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブック」（2013）より

迷わず救急車を
呼んでください！
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